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28　J　　　ヰ
齢的な伸びを反映して、集中個所
はほぼ同じでも、それぞれやや違
った線をえがいている。
異読の中で最も多かったのは
くり〉（履）であったが、他にも〈は
く〉　〈くつ〉などこの文字と混同
した誤りが多く、中には「履歴．
を介してくれき〉　と読むという、
二塵の誤りも見られた。その他
は、くはん〉（反覆）〈ひ〉（被覆）
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など熟語に起因するものが二、三あった程度である。
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5．総合的な考察
以上、個々の文字についてそれぞれ考案を加えてきたが、これらを総合する
と次のようなことが言えるであろう。
1）全般的に見て、漢字の読みが変化し、多様化するのは、′ト学校六年生と中
学三年生とに著しいように思われる。三年ないし四年生に配当されている漢
字についても、五年生と六年生とでかなり歴然たる差があるのは、六年生の
時期が漢字に対する興味も強く、学習意欲も旺盛なためであろうか。個々の
読みでは、「冷」のくひやす〉、「省」のくせい〉、「値」のくあたい〉、「重」
の〈ちょう〉などの読みにその傾向が顕著であった。一方、高等学校から大
学にかけては、漢字の読みはあまり進展せず変化も少い。むしろ、大学生と
成人との差のほうが目だっ。代表的な音訓はともかく、第二、第三の読みに
なると、成人のほうがはるかに高い数値を示しているのであって、成人は、
高校生や大学生に比べて、漢字を幅広く多様に読んでいるといえそうであ
る。逆にいえば、今の若い者は、漢字の知識が狭いということになろうか。
2）初期学習の10字のうち、代表的な音読みが訓読みより先に充足されるの
は、「後」〈ご〉、「幸」〈こう〉、「表」〈ひよう〉の3字、代表的な訓読みが
音読みに先行するのは、「形」〈かたち〉、「負」〈まける〉、「聞」〈あいだ〉、
「細」〈ほそい〉の4字であり、代表的な音読みと訓読みとがほぼ同時期に充
足されるのは、「歩」くほ・あるく〉、「重」くじゆう・おもい〉、「通」くつ
う・とおる〉の3字であった。
3）中期学習の加字のうち、訓読みが音読みより早く充足されるのは、「若」
くわかい〉　と、「値」くあたい〉の2字、音読みと訓読みの代表的なものがほ
ぼ桔抗して表れるのは、「結」くけつ・むすぶ〉、「過」〈か・すぎる〉の2字
で、他の文字はすべて代表的な音読みが訓読みよりも早く充足される。
4）後期学習の10字のうち、代表的な音読みと訓読みとが高校の段階で優劣
なく充足されるのは、「逃」〈とう・にげる〉の1字だけで、他の漢字はすべ
て音読みが訓読みより早期に充足され、充足率も高い。
以上の2巨4）のことから、小学校中学年ごろまでに習得するはずの漢字を
除けば、一般に当用漢字においても、音読みに比べて訓読みの充足するのは遅
く、充足率も低いといえそうである。そして、そのことは、漢字の音符化の進
行を示す一つの徴侯と見ることができるかもしれない。また、それは、一部の
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基礎的な文字は別としても、漢字が一般に音読みの形、または熟語の形で習得
され、使用されることが多いのを示すのではあるまいか。
5）異読の中には、前後に配列された文字を誤って読んだと思われるものや、
なぜそのような読みが可能なのか見当のつかないものもあったが、それらを
除いて、原因のほぼ突きとめられるものは、次のように分類できるであろう。
①　意味内容の類似した文字の読みと結びつけたもの．‥「冷」のくさむい・
すずしい〉；「省」の〈のぞく・けずる〉；「重」の〈はかる〉；「通」のくつ
づく〉；「幸」の〈きち〉など。
⑧　字形の類似した文字と混同したと思われるもの‥．「後」のくとし〉；
「幸」のくからい・さい〉；「懐」の〈こわす〉；「省」のくすずめ〉；「借」
の〈うえる〉　など。
⑨　熟語の記憶のあいまいさに起因すると思われるもの‥．「冷」のくと
う〉；「省」のくはん・りやく〉；「値」の〈か・だん〉；「通」の〈こう〉；
「重」のくけい・りょう〉；「負」のくしよう・かち〉；「幸」のくふく〉など。
④　異読の原因が重複しているもの‥．「怒」のくねん〉（怨念？〉；「値」の
くくらい〉（位置P）；「幸」のくあまい〉（甘辛？）；「懐」のくは〉（破壊）な
ど。
⑤　類推による異読を思われるもの‥．「遺」のくたか〉（貴？）など。
これらの異読のうち、④や⑥の仲間はそう多くはない。また、どの異読が
多いかは、文字によっても違うが、一般に、初期学習の10字に多かったのが、
意味・内容の混同や類形字との取り違えであり、後期学習の10字に目だった
のが、熟語の記憶違いに起因するらしいものである。このことは、これらの文
字において、音読みが訓読みに比べて優位に立っていることと無関係ではある
まい。すなわち、ここにもまた漢字の音符化の傾向を読みとることができそう
である。
6．おわリに
一般に現代の日本人、特に若い人たちにおいて、漢字はその一つ一つが独立
した語であるよりも、一つの音符であり、造語成分であるとして認識される傾
向が強い、といわれる。つまり、「跳」なり「躍」なりがそれぞれどう読まれ、
どういう意味をになっているか、ということを知るよりも、「跳躍」という一
語として読まれ、意味内容がとらえられている、というのが実状ではあるまい
か。「勝」が　〈ショウ〉　であり　〈かつ〉　である、「負」がくフ〉であり　〈まけ
漢字の読み方に関する調査研究（2）
る〉であるよりも前に、「勝負」が〈ショウプ〉であり、〈かちまけ〉なのであ
ろう。
従って、この調査のように、単独の漢字を並べておいてその読みを書けと要
求されるのは、被験者にとって対応しにくい調査だとも考えられる。生活体験
に即して調査をするのなら、「跳躍」や「勝負」などの形か、「躍る」「勝っ」
などのように語として呈示してもらったほうが答えやすい、ということもあろ
う。従って、例えば今回の調査で「形」に〈ぎょう〉　という読みを記入しなか
った児童でも、「人形」という語で示されれば、くにんぎょう〉と答えたかもし
れない。そもそも、われわれが文字を正しく読み、理解することを求められる
のは、その文字が単語や文の表現要素として用いられているときであって、そ
れ以外ではない。とするならば、その使用場面から文字を切り離したような形
での、このような調査は、文字そのものの読みの能力を測定する方法としても
果して有効であるか、という疑問は当然成り立つ。そういう欠点のあることを
承知のうえであえてこのような方法をとったのは、あくまでも読みの変化や多
様化の過程を見ようとすることに主要な目的があったからであり、前述のよう
に、熟語や文中語句の形で提示することで生ずる予見性や示唆性をできるだけ
避けたかったためである。
方法上の問題としてはまた、次のようなことも考えられる。われわれが漢字
を見た場合に、音読みと訓読みのどちらを先に思い浮かべるか、ということ
は、個人差もありまた漢字によって違うだろうが、一般的には、一字で示され
た場合、まず訓読みを思い浮かべることが多いのではあるまいか。われわれな
らば、例えば「続」「遊」はくゾク〉〈ユウ）と読むよりも先にくつづく〉くあ
そぶ〉　と読みそうである。ということは、この調査のように漢字が孤立して示
された場合は、熟語などの形で提示された場合に比べて、訓読みのほうが音読
みよりも有利だということにもなる。それにもかかわらず、一般に音読みのほ
うが訓読みより早期に高率の充足を示すということは、児童・生徒ないし学生の
問で漢字の音符化がかなり進んでいることを示すものと考えてよいであろう。
漢字の音符化が進むということは、これを裏返せば漢字の意字としての機能
が低下することでもある。それは漢字の造語力の衰弱という現象にも結びつ
く。江戸時代末期から明治時代へかけてわが国では、外国語の盛んな流入に対
応し、それらの訳語として実に多数の漢語が作られているが、その大部分は、
いわば一種の会意法によるものであった。「鉄」で作られた「道」であるから
「鉄道」なのであり、電気による通信であるから「電信」というわけである。
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こういう造語法は、漢字の一つ一つが意字として機能してこそ可能なのであ
る。ところが、最近のように漢字の意字としての機能が衰えてくると、こうい
う会意による造語法はその力を失う。近年わが国に流入した外国語はほとんど
漢語に翻訳されることなく、原語の形のまま片仮名書きで通用している。その
原因には、いろいろ挙げられるが、漢字や漢語の造語力の低下ということもそ
の有力な一因に数えてよいであろう。
造語力の問題は、外国語の翻訳に限ったことではない。われわれの生活の中
で新たに作りだされる言葉についても同様なことは言えそうである。一般に、
日本語の語嚢組織の中において、漢字や漢語は、抽象的卜思弁的な概念を表出
するのに多く用いられ、具体的、感覚的なものごとを表すことは比較的少い、
といわれている。ところが、近年生活の中に新しく登場する言葉は、具体的、
感覚的なものが多い。そのためか、漢字、漢語による造語は、「国民栄誉賞」
のような権威主義的なもの、「交通遺児育英会」のような組織名、または、「公
害」「大気汚染」「自然破壊」のような新聞造語を別にすれば、一般に減少して
いると思われる。経済用語でさえも、「円高」「黒字減らし」のような和語臭の
強い造語が最近は多いようである。
そのような漢字、漢語の地盤沈下は、漢字の多様な訓読みが忘れられていく
ことや、意字としての機能が衰えていくことと決して無関係ではあるまい。特
に若い人たちに見られる漢字の意味離れや読みの単→化の慣向は、このささや
かな調査研究を通してもかなりはっきりとうかがわれることである。そのこと
のよしあしは別として、少くともそういう傾向のあることは、今後の日本の国
語政策や国語教育を考える上に兄のがせない因子としてこれまで以上に重視さ
れる必要があるように思われるのである。
この調査研究に当って協力していただいた学校は下記の諸校である。
川崎区立束柿生小学校；神戸市立西舞子小学校；筑波大学付属小学校
和光市立第二中学校；神戸市立舞子中学校；筑波大学付属駒場中学校；筑波大学付
属中学校
東京都立井草高等学校；東京都立光が丘高等学校；東京都立紅葉川高等学校；筑波
．　大学付属高等学校
筑波大学く社会〉く自然〉〈人間〉の各芋類
朝日かレチュアセンタけ日本語講座（成人）
貴重な時間を割いて調査に当ってくださった先生方、および児童・生徒・学生の諸
君にあつくお礼を申しあげたい。また、本学の林四郎教授、芳賀純教授には、手厚
い御指導と御協力をいただいた。衷心から感謝申しあげる次第である。
